
示氏

李

臼

南

海

と

祇

樹

海

の

李
自
に
対
す
る
態
皮
、
一
例
人
の
快
格
晴
好
、
詩
鼠
な
ど
よ
り
観
察

す
る
崎
、
南
海
は
日
本
近
世
許
壊
に
於
け
る
十
字
白
に
燦
す
べ

き
唯
一

の
詩
人
で
あ

岬

G

。

て

李
白
に
対
す
る
態
度

李
白
と
社
甫
に
対
す
る
南
海
の
態
庶
一
は
、
李
自
に
対
し
て
は
絶
対
的
に
之
を
被

哀
し
、
社
南
に
対
し
て
は
批
判
的
で

あ
る
。
と
れ
段
南
海
の
幣
格
や
詩
風
の
時
的
ら

し
め
る
一
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
李
向
と
社
雨
は
唐
代
第
一
流
の
詩
人
で
、
二
人
の
間

に
は
返
庭
は
つ
け
難
い
も
の

と
さ
れ
て

い
る
。
南
海
は
そ

の
詩
論
中
氏
二
人
を
一
屡

々
引
例
し
称
揚
し
て
い
る
と
は
云
ぇ
、
二

人
に
対
す
る
態
度
院
は
明
被
に
相
違
が

あ
る
。

~例
え
ば
社
前
に
つ
い
て
は
、
「
社
一
子
美

・
続
退
之
ガ
如
キ
ハ
材
製
本
逗
(
シ
〉

キ
故
何
ヲ
作
行
ニ
ア
モ
肉
然
一
一
服
ミ
ブ
リ
」
(
翠
…
一
館
山
地
マ
、
)
と
か
、
「
此
者
一若

キ
比
ハ
朝
罷
苓
湖
携
満
v
袖
、
詩
成
珠
玉
夜
v
揮
v
議
ナ
ド
ト
一
式
ヒ
、
叉
説
得
局
勤
随
幽

一澗
竹
、
袈
裟
憶
上
吃
湖
船
ナ
ド
一
試
〈
へ
〉
ル
慕
'
モ
一
作

♂
一
句
モ
勝
レ
一
ア
一
料
ナ
リ
シ
ガ

:
」
(
間
社
、
J

な
ど
と
称
揚
す
る
点
も
あ
れ
ば
、
「
甚
…
シ
グ
シ
テ
ハ
社
子
美
ガ

げ
ザ
O
H引
H

L

詩

一一、一

宇
ソ
後
舵
ヲ
寓

ス
、
ロ
レ
ヲ
詩
・
史
ト

一式
プ
ベ
シ
ト
称
嘆
γ
、
時
事
'ヲ
論

ズ
ル
処
忠
義
掛
川
ヲ
志
レ
ズ
ト
称
美
ス
ル
類
、

以
(
テ
〉
ノ
外
ナ
ル
伴
家
下
去
ブ
ベ

y
。
一
学
メ
袋
隠
ヲ
寓
シ
テ
、
世
/
教
戒
ト
ス
ル

ヨ
ト

ハ
森
秋
ノ
敬
一
一
テ
:
・:
是

ヲ
以
ハ
デ
〉
詩
・
聖
子
今
大
キ
ナ
ル
心
得
チ
ガ
ヒ
、
笑
一
一
勝
(
へ
〉
ザ
ル
ベ

y
」

(綿一一階一鰍

r鱗
・
し
い
ご
と
笠

間
を
以
て
詩
勘
九一と
す
る
涌
拾
に
反
対
し
、
夜
一
花
甚
だ
し

き
は
‘
由
礎
天
や
慢
絡
の
俗
ん
い
r
抗
ベ
で
社
、
市
晩
年
の
作
品
中
に
は
趣
向
上
花
木
器
開

経

下

同3
.IC;、

会
上
に
も
卑
俗
な
所
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
綿
一
宮
抱
一
間
一
じ

'

J

フ

l

J
-
4
1
、

而
し
て
彼
の
李
・
社
に
対
す
る
態
度
の
相
奥
を
最
も
明
確
に
示
し
た
例
を
挙
げ

る
と
、
関
論
、
観

-Lm詩
-、

猫
-一
時
間
庭
万
戸
。
詩
格
卑
者
、
須
v
観
ニ
ヰ

・
李
弘
前
一O

E
m
俗

山一品一
、
須
v
讃
ニ
李
由

・一
京
地
然
、
病
-
一
於
楽
'
竣
-者
‘

須
v
観
-
一
王
維

・
回日齢
-。

『

j
i

・
5
向
。

~
相
雲
一環
J

病
一
決
釘
短
-
者
、
一
知
v
観一一連
泊

r
U
3
H
日

(誇
上

)

と
こ
に
は
詩
格
と
用
語
の
雅
俗

14討
の
お
山
態
ー
バ
修
辞
に
つ
い
て
論
じ
、
各
項
間
に

応
じ
理
想
と
す
べ
き
留
の
有
名
詩

人
七
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、

社
市
は
こ

の
中
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。
か
づ
彼
の
詩
論
の
中
心
を
な
す
も
の
の
一
つ
は
雅
俗
の
緋
で

あ
る
が
、
詩
い
税
や
用
語
の
山
時
俗
を
矯
在
す
る
、
た
め
に
は
、
与
参
と
李
由
、
李
白
と

孟
洪
一然
の
詩
を
読
め
LF-
論
じ
て
い
る
。
李
向
ル
一
二
段
も
取
上
げ
て
い
る
の
に
比
べ

る
と
、
二
人
に
対
す
る
南
海
の
態
度
に
大
な
る
相
違
在
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

二
、
佐
格
凶
日
好
上
よ
り
の

比
較

南
海
は
激
昂
不
穏
情
熱
の
詩
人
で
一
生
沼
友
愛
し
た
。
松
浦
一
箆
消
は
南
海
と
同

年
の
故
を
以
て
木
門
の
二
妙
と
称
せ
ら
れ
た
間
約
で
あ
る
が
、
南
海
に
詩
を
婚
。

て
向
く
、

小
少
根
組
士
。
悲
歌
譲
上
機
。
伏
v
剣
酬
一
一
知
己
-c

無
数
背
内
古
風
。
一
棋
盤
問
自
慾

一
部
一
一
業
何
日
。
室
部
一
J

一
環
場
一
老
儒
}
。
朝
来
高
一
一
件
二
千
石
日
。
結
v
交
高
陽
陣
潤

!ε。
~
閣
r
有
漢
、、
贈
-一J

4

1

f

品川
V

が
f
コ」

?

¥

と
。
李
白
は
若
い
頃
は
剣
を
学
び
、
任
侠
を
以
て
自
ら
任
じ
て
諸
国
を
一
院
議
し
、
玄

宗
花
田
川
ω
刊
さ
れ
た
後
も
一
千
然
と
長
安
市
上
沼
家
に
紋
ク
党
の
で
あ
る
が
、
南
漉
が

一(8)ー



剣
托
伏
ク
て
ト知己
に
酬
い
ん
と
し
、
樽
溺
徒
と
交
を
結
ん
だ
と
い
う
こ
の
詩
を
読

む
と
プ
李
白
と
み
一
く
軌
d

を

一
に
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
叉
日
く
、

ペ
森
風
熊
幾
日
1

釣
レ
滞
納
一階
v
歌
。
一小
v
令
二
軍
同
市
問
一
僻
-
。
共
如
同
一
花
月
-
何
。
(
向
上
〉

と
。
李
白
が
湖
一を
愛
し
花
月
子
愛
し
た
生
活
と
全
く
等
し
い
生
活
態
佼
で
あ
る
。

雨
森
一
芳
洲
段
南
海
が
十
四
歳
木
門
に
混
学
以
来
の
親
友
で
、
交
友
最
も
長
く
前

後
五
十
年
に
及
ん
だ
関
係
で
あ
っ
た
ひ
南
海
日
く
、

今印刷
v
指
巳
冗
十
年
笑
。
酔
態
吟
究
ハ
宛
京
v
回
突
。
一

m
不
v
克
一
詣
野町二
、
無
一
二
人

十代
日。

明
労
組
問
先
生
松
柏
之
姿
、
今
一
綿
一
尉
然
。

(
噌
一
点
)

市
も
「
予
於
コ町一間友
六

茶
所
一
一
被
版
文
一、

英
v
如
一
一
伯
脇
氏
一Y
一
(
鍛
秀
嘆
)

1

C

知
己

主
同
て
併
し

L
「
檎
『
豹
州
安
稲
川
陽
こ
の
詩
(
鯛
初
…
当
)
を
見
る
と
、
当
時
の

詩
壊
が
烈
溺
し
て
問
内
兵
と
し
た
時
流
そ
車
芥
腕
し
得
る
も
の
、

ιγん

'Y
向
分
.
と
伯

問問
氏
あ
る
の
み
と
し
、
「
我
一
小
v
得
一
一
伯
隊
二
肝
路
向
v
殻一示、
J

」

と

去
っ
た
ほ
ど

摂
解
し
令
っ
た
仲
で
あ
る
。
そ
の
芳
洲
が
南
海
に
詩
を
寄
せ
て
向
く
、

に
-
丈
停
雲
集
一
式
、
J

害
第
一
戦
中
穴
子
。
商
才
一
A

…
小
磯
一
激
昂
一
冗
不
揺
)

i

h

寺
、
品
一
方
索
、
寄
託
帆
閑
盟
，

一
窮
年
，財
布
ν
沼
c

関
ν
問
符
成
工
作円日
。
一
附
ナ
、
飾
品
録
四
句
-
)

と
c
拘
海
は
た
Y
一m
k愛
す
る
の
み
な
ら
や
、
口
を
問
附
け
ば
偲
ち
詩
を
成
し
た
。

間
以
石
梁
も
、
抑
制
友
の

一
人
で
あ
る
。
白
石
と
北
ハ
柁
南
海
の
宅
に
泊
っ
て
詩
を

作
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
「
向
来
機
慨
中
一
A
v

人
法
。
況
復
風
流
血
ハ
v
世
疏
。
」

令

均

一

転

時

一

室

)
の
何
が
あ
る
o

以
上
を
以
て
南
海
む
人
と
な
り
を
努
認

す
る
事
が
出
一
来
る
O

一

率
的
本
ハホ
ハ一
致
放
一
小
橋
の
幹
一
格
で
終
ル
沈
潜
》
一
変
し
た
情
熱
'
の
詩
人
で
-
あ
っ
た
事
は

一品
拠
託
引
く
ま
で
J
h
な
か
ら
う
。

一一
一、
愛
仰
さ

作
詩
さ
の
関
係

「
飲
中
八
仙
歌」

に
一
千
つ
所
の

「字
尚

一
斗
詩
百
篇
」
の
何
を
味
っ
て

李
白
は
消
が
好
き
で
詩
が
上
手
で
あ
っ
た
と
去
う
よ
う
な
、
字
一
聞
の
み

い
解
釈
犯
は
校
成
で
を
た
い
。
十
叫
ん
マ闘
の
場
ム
w
v
h
好
き
恕
滞
在
一
征
め
ば
一
括

む
ほ
ど

K
、
詩
抑
制
d

激
発
し
て
詩
篇
湧
く
が
如
く
に
生
れ
る
と
い
ろ
詩
人
で
あ
っ
た

と
解
釈
し
た
い
。
わ
が
南
海
の
場
令
も
亦
然
り
で
、
南
海
の
噌
澗
は
単
に
酒
を
愛

す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
地
を
.
存
め
ば
一
持
む
ほ
ど
に
才
思
沸
き
，
俊
詩
品
川
す

い
う
風
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
白
石
は
停
禁
日報
に
於
て
紙
伯
玉
の
こ
の
点

分
に
明
か
に
し
て
い
る
。
即
ち
南
海
は
十
七
歳
。
時
元
総
五
年
春
ハ
ヌ
の
円

九
共
の
詩
才
を
試
み
て
、
午
時
よ
り
子
初

K
至
る
問
仰
に
五
言
律一清

二
回
議

し
、
大
い
に
時
の
称
す
る
所
と
な
っ
た
が
、
一
一
聞
と
れ
を
疑
う
人
も
多
か
ク

を
と
で
南
海
は
同
年
秋
ハ
ザ
の
日
、
一
件
び
百
篇
を
賦
せ
ん
と
し
、
午
漏
初
下
よ
り
い
如

め
て
夕
刻
ま
で
に
五
一
一
自
律
街
中
ハ
十
余
筋
ケ
一賦
し
得
、
た。

然
し
森
分
の
日
の
と
間
外い

続
隠
を
附
さ
れ
る
と
、
彼
は
誇
日
以
の
相
似
た
も
の
在
避
け
よ
う
と
し
て
苦
滋
し

潜
を
呼
ん
で
そ
の
カ
を
借
り
た
の
で
あ
っ
た
。
白
.石
の
誌
に
開
く
、

夫
民
官
山
胸
至
。
一
昨
ν
務
部
笑
問
、
今
円
諸
君
所
v
命
側
、
有
下
山
組
八
一
一
前
作
篇
阿
部
一
何
者
ム

都
心
減
恐
一
一
話
出
品
相
似
一
。
故
菅
波
主
ν
此
、
叫
一
川
間
協
旦
v
枯
突
。

日広呼
ν
溜
沃
ν
之、

夜
未
ν
ヰ
、
党

hp
J百戸
一
向
日
。
才
思
若
v
殿
、
俊
誇
問
脱
出
、
通
ニ
計
前
後
所
3

作、

j

i

l

t

L
ι
十
点

E
J
o
「
停
霊
祭
、
紙
J

九
二
百
篇
、
無
二
信
管
障
す
町
戸
O

A

タ川干
K
M
K

賞
一
ナ
レ
β

f

伯

玉

条

〕

郎
ち
沼
を
飲
む
こ
と
に
よ
づ
て
、
ま
さ
に
村
れ
ん
と
し
た
詩
腸
は
再
び
活
き
か
え

ね
ヘ
州
政
も
務
も
沸
く
が
如
く
操
出
し
、
ヰ
夜
に
歪
ら
や
し
て
迭
に
百
篇
を
成
就
し

允
。
一

m
も
前
後
二
百
篇
一
何
志
向
じ
も
の
が
な
か
ク
た
と
云
う
。

問
、
作
風
よ
り
凡
て
の
比
較

李
白
は
天
才
の
詩
人
、
一
気
阿
成
の
風
が
あ
っ
た
o

南
海
も
亦
天
才
の
入
、
幼

少
よ
り
詩
文
に
秀
で
、
苦
吟
す
る
作
家
で
は
な
く
て
、
一
気
阿
成
の
詩
人
で
あ
づ

た
。
二
十
万
一
年
間
向
海
の
吋
に
学
ん
だ
問
中
肉
協
は
、
仰
の
風
説
を
、
「
先
生

J

1
1
'

一

ゲ

1

3

ミ

i

(

も
耳
先
生
築
、
J

作
ご
為
文
鷺

一、
口
一
納
鋒
1
h
k
m町
一
-
一
?
"
向
一
一
三
分
ニ
瞥
立
ロ
稿
。
」
「
町
市
内
政
序

」
と

批
判
い
て
い
る
が
、
南
海
は
す
〈
診
の
天
才
で
あ
づ
允
ょ
う
で
、
前
兆

一
夜
百
首
の
作

、
弘
之
を
託
し
て
余
り
が
あ
る
と
思
う
0

4

木
下
限
芯
の
門
下
生
は
詩
作
に
於
て
多
士
済

々
、
松
浦
淀
川
山
は
心
や
し
も
第
一

等
の
詩
人
で
は
な
い
。
'N
お
の
停
同
点
以
壊
に
も
傑
か
に
凶
首
を
載
せ
る
花
す
ぎ
な
い

然
る
陀
一
一
一十
品
開
牧
録
さ
れ
允
南
海
K
対
比
し
て
数
人
挫
し
て
「
木
刊
の
こ
妙
」
と

一(9 ) 



放
し?
の
は
如
何
な
る
叩
明
白
で
あ
る
う
か
ο
南
海
と
開
年
で
あ
る
と
と
の
外
に
、
詩

作
の
態
度
に
於
て
、
苦
吟
す
る
事
な
く
数
百
一
言
立
ち
ど
と
る
に
成
る
と
い
ろ
作
風

が
、
友
に
似
て
い
る
惑
に
よ
づ
て
評
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
白
石
は
こ
の
事
を

叙
し
て
「
蹴
卿
交
感
生
知
。
一
小
ν
煩
コ
抑
制
問
六
日
奔
二
輪
選
二
一
概
々
数
百
千
一
一
一
一
向
、

中小
こ謀
経

Z
思
、
所
有
二
作
者
之
風
-。

嵐
ハ
エ
紙
南
海
一
間
年
生
、
致
推
為
ニ
ニ
妙
-。」

健
機
附
純
一
ハ
、
て
去
っ
て
い
る
o

努

ま

ぎ

て

い

る

誌

の

詩

に

も

問

者
の
と
の
作
風
を
雄
知
に
物
語
る
も
の
が
る
る
。
日
く
、

我
す
混
八
ν
之
情
最
熱
。
気
投
持
叶
縁
由
v
夫
。
詩
溜
迫
漆
無
-
一
成
日
-
。
臨
v
嵐
震

S
Z
A
H
Uコ
~
次
-
一
韻
伯
五
回
同
兄
答
〆

持
費
十
官
札
〈
ケ
レ

慎

却

口

罰

~

南
海
の
こ
の
作
成
は
彼
の
詩
論
の
上
に
も
現
れ
て
い
る
、
日
く
ー

詩
文
要
二程
刃
渡
入
六
最
忌
二
綿
続
問
徽
{
。
綿
特
別
耐
震
二
迫
拘
一
、
政
則
天
国
典

冒・

4
2コ
~
湘
雲
讃
J

部

J
t
r草
間

上

」

と
。
単
刀
直
入
を
愛
し
、
綿
物
関
紙
を
怠
み
、
夫
翼
の
流
露
を
欲
す
る
なμ
は
、
天

馬
窓
4rw行
ぐ
が
如
し
と
評
せ
ら
れ
る
李
由
の
党
で
、
推
一
敵
一
錬
携
の
社
甫
の
流
で
は

な
い
。

五
、
神
仙
の
風
格
よ
り
見
て
の
比
較

ホ
チ
由
に
ク
い
て
は
、
司
馬
子
徴
の
許
と
し
て
「
初
岡
山
道
骨
あ
り
」
と
諮
い
俸
え

ら
れ
、
同
じ
く
州
民
知
章
は
そ
の
詩
文
を
始
め
て
見
る
や
嘆
じ
て
日
く
、
「
子
は
鵠

仙

λ
T」
(
時
特
需
)
と
。
後
世
の
人
も
詩
仙
を
以
て

2
5し
て
い
る
が

翼
民
瓶
三
然
と
し
て
世
を
遣
れ
允
風
が
あ
る
。

さ
て
前
趨
寝
泊
の
詩
に
、
「
臨
v
風
霞
風
情
態
仙
仙
J

」
と
見
え
て
い
る
が
、
私
も

南
海
を
以
て
日
本
一
定
世
詩
壌
随
一
の
詩
仙
で
あ
る
と
考
え
る
。
彼
に
は
自
ら
似
を

慕
う
気
持
が
十
分
に
あ
ク
て
、
彼
の
詩
を
読
む
と
そ
の
字
初
が
散
見
し
て
い
る
o

「
央
コ
白
石
一
詩
」
に
云
う
。

他
日
背
抜
山
下
遇
。
ギ
一
佃
君
早
己
騎
ν
羊
仙
。

と
。
白
石
の
六
十
援
の
誇
反
を
資
す
る
詩
の
一
節
に
一
式
う
。

由
A

泊
先
生
天
上
仙
。
身
路
側
二
際
鱗
-
ア
一
九
天
戸
。

三
十
六
帝
常
一
ア
得
。
天
風
吹
v
衣
域
開
制
問
。

タ
憩
日
一
扶
桑
-
情
一
一
一
良
時
ヰ
ユ
夜
煉
ニ
白
石
一
餐
二
郎
-m
…側、

往
々
，
吐
出
天
上
認
。
人
間
制
略
者
斉
一
夜
然
。

九
南
海
先
生
集
、
巻
一
、
新
井
俊
語
、
六
十
翠
誕
、
恭
製
J

二
律
一
/

戸
以
同
国
内
-
一
一
税
一
苧
、
旦
裁
r

此
篇
m

悲
賠
併
述
日
一
誠
表
、

J

」

と
の
二
つ
は
白
石
を
一
一
部
じ
允
詩
何
で
は
あ
る
が
、
彼
の
一
述
懐
-K
外
た
ら
な
い
と
思

う
。
と
む
点
に
づ
い
て
震
沼
は
、
南
海
が
仙
ジ
慕
っ
た
事
を
明
瞭
に
肯
定
し
て
日

u

i

L

J

「
鍾
秀
集
、
次
ι

韻
伯
玉
}

く
、
「
紙
子
工
v
文
粂
好

V
4
0
憶
血
ハ
ド
余
訂
芥
ニ
ブ
染
一
ー
一
(
詞
兄
寄
-
レ壊
却
塁
。
)

と
。
南
海
が
紳
似
を
慕
ろ
山
一
気
持
は
、
和
緯
唱
和
の
晴
れ
の
場
所
に
於
て
も
表
明
さ

れ
て
い
る
。
五
徳
一
冗
年
来
一朝
の
緯
使
中
第
一
の
文
営
者
た
る
み
十
一
県
引
に
贈
づ
た
詩

の
中
に
、
「
帯
紙
千
年
郊
好
厚
。
文
章
一
代
使
民
跡
。
由
来
襲
士
啓
一
議
容
。
先
見

制
才
御
三
大
風
-o
」

(

議

事

倍

程

、

齢

三

主

主

ラ

伺

が

あ

る

o

而
し
て

本
一
一
東
部
'
の
日
本
の
諮
問
人
に
対
す
る
唱
酬
は
数
十
人
に
及
ん
で
い
る
中
で
、
南
海
に

0

0

 

対
し
て
の
み
、
「
敬
次
一
一
南
海
詩
仙
韻
こ
と
て
「
詩
仙
」
の
語
、
松
許
し
て
い
る
。

南
海
の
風
格
に
叉
詩
風
に
定
め
し
紳
仙
の
風
が
あ
ク
た
に
違
い
な
い
。

一(10)ー

六

、

結

び

南
海
の
詩
篇
中
に
は
、
李
由
一の
詩
を
怨
起
さ
せ
る
の
が
数
多
く
あ
る
中
で
、
七

一
一
一
一
口
絶
何
の
一
篤
と
古
詩
の
一
篇
在
挙
げ
て
、
類
似
点
を
指
摘
し
よ
う
c

努
除
白
髪
一
一
一千
丈
。
何
庭
第
愁
諒
唱
え
街
長
一
0

.
。
へ
南
海
先
住
J

高
指
蒼
然
洪
水
竹
。
清
燦
吏
叉
耐
一
一
風
霜
-

F

集
巻
凶
)

と
の
詩
は
十
字
由
の
「
秋
泊
歌
」
に
次
韻
し
た
も
の
と
請
う
べ
き
で
、
持
一
川
恕
も
混
同

何
も
ホ
チ
自
に
借
り
、
韻
字
さ
え
全
く
同
じ
よ
v

つ
に
作
ク
た
も
の
で
、
李
白
K
対
す

る
私
淑
の
程
が
偲
ぽ
れ
器
。
し
か
し
次
に
引
例
す
る
古
詩
段
南
海
独
自
の
も
の
で

あ
り
な
が
ら
、
自
然
見
の
風
貌
と
い
い
、
一
気
附
成
の
調
子
と
い
い
、
高
踏
議

世
の
思
想
と
い
い
、
全
く
李
自
に
類
似
す
右
も
の
と
諾
う
べ
き
で
あ
る
。

ヘ
停
雲
集
、
J

金
龍
嘉
「
厭
伯
玉
条
)

忽
傾
一
一
一
百
杯
。
直
上
金
議
豪
。

一小
y

第
二
千
昼
間
五

何
消
一
一
高
古
哀
}
。



下
誠
一
{
天
下
士
一
。
賢
脱
出
海
底
一
挨
。
名
利
良
徴
物
。

富
夫
抱
v
援

良

其

昇

。

柄

一

隅

拘
ν
入
国
一
一
密
媒
目
。

朝
取
一
一
封
侯
}
タ
矯
一
一
魚
肉
目
。
路
v
珠
之
容
矯
ν
諜
来
。

咋
耶
石
耶
制
品
諸
々
。
土
山
漸
裏
作
一
一
死
茨
}
O

況
復
我
生
非
一
一
松
喬
一
。
白
日
間
飛
数
一
一
再
回
一
。

百
年
間
ド
ロ
一
大
笑
。
身
一
後
鴻
名
何
在
哉
。

鏡
鼎
η

界一一五口才一。

黄

常

て

";) 

し、

恐そ
よL
コて

総〈ー〉
t-
コ"¥

の
}奇
よ二、

の
性
格
に
つ
い
て
論
一
巡
し
た
際
、
上
帝

i
皐

湖
源
し
て
賞
一
一
w
の
性
格
を
よ
帝
的
な
も
の
、
部
ち

た
。
そ
の
後
、
更
に
資
料
や
論
文
を
調
一
読
し
た
結
果
、
そ
の

μ

滋
ぎ
た
と
と
を
認
め
、
と
と
に
茨
帝
花
づ
い
て
再
読
す

悼
の
衣
第
で
あ
る
。

と
き
、
民
間
信
仰
と
深
く
結
び
づ
い
た
古
体
説
の
解
明
に
は
、

の
成
果
が
多
大
の
貢
献
を
怠
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
諮

御
示
散
を
一
仰
ぐ
と
と
と
し
、
と
と
に
は
、
一
息
リ
ム
文
総
花
見
え
る

い
て
、
そ
の
努
生
の
模
相
を
大
路
考
察
し
た
い
と
思
ふ
。

、、2
/一一

f
t

、

資
帝
の
地
伎
は
、
史
…
一
犯
の
王
山
知
木
和
に
杢
ク
て
、
初
め
て
先
着
し
た
と
言
へ

何
と
な
れ
ば
、
そ
と
に
於
て
、
際
史
的
官
ぃ
帝
主
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
得

る
3

史
記
本
紀
に
記
載
さ
れ
る
以
前
と
以
後
と
の
文
献
で
は
、
費
出
W

話
ν
歌
意
気
乍
奔
一
迎
。
傍
人
英
ν
怪
玉
山
顔
。

階
願
手
弄
一
一
風
間
月
一
。
寓
古
千
秋
照
一
一
金
閉
山
?
。

起
句
は
李
白
の
七
古
「
山
中
鼠
〈
ニ
幽
人
-
針
的
」
の
詩
句
ご
杯
一
杯
復
一
材
、

知
加
わ
せ
、
結
尾
は
「
把
v
沼
間
v
月
」
の
詩
匂
「
唯
願
滋
レ
歌
お
ν
沼
持
、
月

照
金
樽
謀
。
」
と
変
る
と
と
る
が
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
私
が
紙
南
海
を
日
本
近
世
詩
壇
の
李
白
と
す
る
と
と

r

て

は

概

ね

異

論

は

司

な

か

ろ

う

と

思

う

。

以

上

今

~ r 
F回目】~

-___.. 

ワハ
M'

一日釘

井

に
対
す
る
取
扱
ひ
方
に
於
て
著
し
い
相
違
が
容
易
に
発
見
さ
れ
る
。
百
子
金
書
に
J

見
え
る
数
多
く
の
賀
帝
記
事
に
よ
っ
て
見
れ
ば
(
注
二
、
そ
れ
以
後
の
文
献
で

は
、
す
べ
て
な
ん
ら
か
の
意
味
に
於
て
焚
有
木
紀
の
記
事
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。
し

か
し
そ
れ
以
後
の
文
献
で
は
、
そ
の
記
事
が
著
し
く
秘
話
的
。
俸
説
的
で
お
り
、

従
ク
て
そ
の
地
位
も
浮
動
し
て
ゐ
る
。
ま
さ
に
、
「
百
家
、
焚
帝
を
一
一
一
一
ロ
ム
、
そ
の

一
一
一
一
日
、
雑
観
な
ら
や
。
」
と
、
史
公
に
評
さ
れ
る
一
通
り
で
あ
る
。
今
そ
の
種
々
相
に

つ
い
て
、
と
と
に
総
説
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
た
だ
史
公
に
よ
づ
て
、
か
く

の
ご
と
き
不
動
の
地
位
を
定
め
し
め
る
に
至
っ
た
原
因
や
理
由
に
つ
い
て
は
、
種

々
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
哲
一
一
袈
な
契
機
を
な
し
た
も
の
と
し
て
、
父
談
の

学
嵐
、
並
び
に
潔
初
黄
表
思
想
の
緩
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
司
馬
氏
父
子
の
学
風
相

違
論
(
注
一
一
)
は
別
と
し
て
も
、
漢
一
初
比
於
け
る
費
老
思
想
の
感
行
記
づ
い
て
は

何
人
と
い
へ
ど
も
異
論
の
余
地
は
、
な
い
で
あ
ら
う
。
と
の
安
治
思
想
の
盛
行
に
関

聯
し
て
、
そ
の
滋
協
の
問
題
が
務
家
記
よ
ク
て
論
及
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
当

然
、
資
帝
思
想
の
発
生
に
ま
で
湖
探
せ
ざ
る
を
符
た
い
間
越
と
な
づ
て
ゐ
る
。

す
で
に
務
係
陳
溜
の
指
摘
す
る
ご
と
く
ハ
注
一
一
一
〉
、
漠
初
に
始
ま
る
も
の
で
は

ーはわー
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